
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■平成３０年度の西京結びがスタートしました！ 
平成 29 年度から始まった，西京区内でま

ちづくり活動をしている人材や団体 がつな

がり，地域の更なる活性化に向けた新しいア

クションを生み出す「西京結び」の平成 30

年度の第 1 回目が 6 月 17 日（日）に開催

され，26 名の方々に参加していただきまし

た。  

平成 30 年度初回は，区役所を飛び出して，

樫原本陣（玉村家住宅）で開催し，普段は入

れない西京区の歴史的な建物の中でのワー

クショップという貴重な体験ができる機会

となりました。今回は，平成 30 年度のキッ

クオフスピーチとして，兵庫県伊丹市の街中

バルや伊丹オトラクの仕掛け人である中脇

健児さんの講演会もあり，西京結びの取組を

進めるうえで参考になるアイデアをたくさ

んいただきました。  

  

◎今年度はみんなで「イベント」を実施するこ

とを一つの目標とします！ 

 

 

 
 

  

第１回 ６月 17日(日) 午後１時 30分 

     参加者同士 つながろう！ 

第２回 ８月 25日(土) 午前 10時 

     みんなのやりたいことを出し合おう！ 

第３回 10 月 20日(土) 午前 10時 

     みんなでつくるイベントを考えよう！ 

第４回 12 月 15日（土）午前 10時 

     これからのアクションを考えよう！ 

第５回 ２月 16日（土）午前 10時 

     「思い」「夢」を形にするための進め方を考えよう！ 

 

西京結び 

ニュース 
VOL.1 発行：西京区役所 

平成 30年 6月 21日 

今年はみなさんと一緒にイベントを 

開催したいと思うにょん♪ 

一度やってみると色々気づくにょん！ 

 

 

今年度は 

こんな日程で

開催される 

にょん！ 

やりたいこ

とを実現す

るために必

要なコト

は・・・？ 

どれくら

いお客さ

んに来て

もらえる

のかな？ 

本当にでき

るかな？ 

まだ、本格的な第一歩は踏み

出せないんだけど・・・ 

応援してくれ

る人を集めた

いな。 

やりたいこ

とがよりハ

ッキリとし

た！ 

意外とやれる！ 

難しいとこ

ろ・大変なと

ころが判明し

た！ 

応援してくれ

る仲間が見つ

かった！ 

西京結びの中

でコラボレー

ションができ

た！ 



■キックオフスピーチ（場とコト LAB 中脇健児さんからのお話） 

●まちづくりのプレイヤーをつなぐコツ 

○ヨソから見た伊丹の印象として「プレイヤーだらけの街」と言われるこ

とがあります。普通の主婦や商店会の会長がまちづくりの仕掛人になっ

たり，少し変わった公務員がいろんなアイデアを持ってたりします。 

○まちづくりのプレイヤーが「点から線」「線から面」「面から根」「根から

枝葉」の４つのステップでつながりました。 

○点を線にするための３つのコツとして「①無理しない（させない）」「②

すでにあるものを活用する」「③ストーリー展開を考える」があります。 

●予算ゼロからはじまった「オトラク」 

○例えば，伊丹にはライブハウスは当時なかったのですが，定期的にライ

ブをしているカフェがありました。「すでにある」コンテンツをつなげば

一つのイベントになるということで「オトラク」というイベントになり

ました。最初は予算ゼロ円でライブが行われている会場マップとスケジ

ュールの一元化から始まりました。 

○この取組を通じて，商店街とのネットワークが形成され，オトラクへの

参加店は半年で倍になりました。 

●「昆虫館」のコンテンツがまちに飛び出した！  
○伊丹市には「昆虫館」があり，すごくおもしろいコンテンツを発信しています。しかし，見晴らしの良い屋

上が使われていない，蜂蜜がとれるのに外部には提供できていないというもったいない状況がありました。 

○そこで，出張カフェをしている知り合いの協力で，ハチミツカフェを期間限定でオープンすると大変賑わい

ました。昆虫館からは，「昆虫館だけでは思いつかない。また何かやろう！」と言っていただけました。 

○そこで，昆虫館で以前からやっていた企画展「秋の鳴く虫」を「すでにあるものを活用する」ということで，

伊丹郷町館（重要文化財の町家）を活用して実施したのが「鳴く虫と郷町」というイベントです。 

○「鳴く虫と郷町」はまちに飛び出し，お店や軒先にも虫を置いてもらえるようにしていきました。 

○そのようなつながりの中で出会いを更に発掘するために，地元の人も知らない情報を紹介するフリーペーパ

ー「アイテム」をつくり，置いてもらうようにすると，各専門施設の職員とのつながりも増えてきました。 

○「鳴く虫と郷町」にいろんな人達の「できること」が集い始め，「市議会場でプラネタリウムと虫の音」「酒

樽夜市」「武道場でのコンサート」など多様なイベントが開催され，広がっていきました。 

●まちづくりのプレイヤーを広げていく３つの考え方  
○このような展開を振り返ると，「線から面」，「面から根」と効果的に達成させる３つの取組の考え方として

「出かけるコンテンツ」「見つけるコンテンツ」「迎え入れるコンテンツ」があります。 

○伊丹オトラク，ハチミツカフェなど「出かけるコンテンツ」は，相手の活動に付加価値をつけることとなり，

感謝される取組です。 

○アイテムなどの「見つけるコンテンツ」もＰＲすることで感謝されるだけでなく，対象の取材をするという

名目で「会う理由」ができるので，何かを一緒にやる前の事前のステップとして有効です。 

○鳴く虫と郷町などの「迎え入れるコンテンツ」はすでに見えている失敗しにくい環境でチャレンジしてもら

うことができます。 

●「コミュニティづくりの 3層 2軸 「場」を持つ人との関係性 
○最後に，「根から枝葉を繁らす」考え方として，コミュニティづく

りの３層２軸の掛算が効果的です。 

○まちには，気持ちも時間もある「コアメンバー」，気持ちはあるが

なかなか関われない「気持ちはコア」，協力する気持ちはある「賛

同者」がいます。その３層それぞれに，場を持っているかどうか

の２軸を考えます。 

○コアメンバーで，場を持っている人と，持っていない人が手を組

むとできることがありますが，それだけになってしまうとコミュ

ニティが広がらないと思います。例えば，「気持ちはコア」で場を

持っている人とコアメンバーの場を持っていない人が手を組むこ

とや，逆に場を持っているコアメンバーが，場を持っていない「気 

持ちはコア」の方と手を組むことで，「気持ちはコア」の方を引き上げることができます。そうなると「気持ち

はコア」の方同士が手を組んでなにかできるようになるかもしれません。 



■５つのテーマでお話し合いをしました！ 
参加者の皆さんで，自己紹介を兼ねつつ，５つのテーマで自由にお話しをしていただきまし

た。西京結びで今後取り組んでいくヒントになりそうなアイデアがたくさん出されました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

テーマ５：本日の感想・質問 
～講師の中脇さんに聞きたいこと、 

西京結びについて聞きたいこと～ 

テーマ１：西京区内のおもしろい人知ってます！ 
～私こんな面白い人・すごい人知ってます！そんな人たち

がつながったときの化学反応を考えよう！～ 

テーマ２：この樫原本陣をこんな風に使ってみたい！ 
～あなたならこの歴史的な建物「樫原本陣」をどのように

使ってみたいと思いますか？～ 

テーマ３：絵になる風景を考えてみよう！ 

            「○○で○○をしてみたい」 
～普段から過ごしている西京区のまち。普段と少し違うこ

とをやってみたいことありませんか？～ 

 

テーマ４：私。こんなことできます！  

こんなコトしてみたいです！ 
～普段やってること、自分の得意技、そして、「こんなこ

とやってみたい」ということを出してみよう～ 

○障がい者の方で，色んな所で講演をしているＭさ

んは，とても話が面白く，大勢の人が集まります。 

○ＴＶタレントのＭさん，ラジオDJのＳさん，歌

手のＴさんなど，直接知り合いではないけれど有

名人も住んでます。協働できないかな。 

○音楽好きもいて、おばんざい

屋がライブハウスになった

りする。それを色々活用でき

ないかな。 

○ここに集まってる皆さんが

面白い方達なので，今日つな

がりが持てればいいな。 
 

○本陣には「かや」がある。是非いい風の吹くこの

空間で「お昼寝会」をやってみたい。 

○みんなで食事することで若い人と高齢の方をつな

ぎたい。おくどさんを使い「餅つき」や高齢の方

におせちの作り方を教わって食べる会がしたい。 

○鎧を作るのが得意な方がいるので，本陣にある古

い鎧で「鎧試着体験」ができる。 

○本陣には立派な蔵がある。蔵の中をみんなで片づ

ける「蔵探検ツアー」をやってみては。近辺には

他にも何軒か蔵があるので，蔵を巡って探検しつ

つ綺麗にし，最終的に綺麗になった蔵でカフェを

しよう！ 

○桂駅の車庫で，「電車ナイトカフェ」「車庫に泊まる

宿泊体験」ができたらいいな。 

○西京区に多いサラリーマンが自分の仕事や得意な

ことを出し合える、「夜カフェ」を増やすと，サラ

リーマンが参加するきっかけになるのでは。 

○大原野の畑で「野良カフェ」。お茶やお弁当を持ち

寄ってお話したり，「農家民泊」ができて、修学旅

行生や外国人のファームステイができると面白い

な。 

○洛西を「サイクリングのまち」にして，交通の便が

少し悪くても自転車で楽しめるようにしたい。 

○小学生が地元の個人商店などで働く体験ができる

リアルキッザニアのようなことや，大原野のような

場所で子ども達の気球体験ができたら夢がある。 

○障がい者の方や高齢者の方への訪問ネイルを西京

区で広めていきたい。実現場所について，「老人会

のカラオケ大会の場で」，「敬老の日の景品にネイル

のメニューを」というアイデアが出た。 

○サラリーマンが，自分の話を子どもやパートナーに

伝える機会（小さなイベント）を増やしたい。そこ

で研究者の方も話をしたり，福祉の話をしたりする

と色んな交流にもなる。 

○アフター５に交流を深め

ていくと新しいことが起

こるのでは。その場所の

候補として，本陣の隣の

カフェはどうだろう。 
 

（本日の感想） 

○本陣の和の魅力。やっぱり

畳は良い，暮らしを彩るお

花として会場に紫陽花，白

百合，バラが生けてあり。

おもてなしの心をしっか

り味わいたい。 

○「街道の曲線がセクシー」 

○色んな取組があるので，も

っとたくさんの人が集ま

ったらいいな。 

（中脇さんに質問） 

Ｑ：「伊丹」と「虫」のストーリーについて次の展開があれば教えてく

ださい 

Ａ： 

・「歴史性」とか「名物」という視点によりがちですが，活動するとな

ったら基本は「人ベース」でいい。伊丹の場合は「昆虫館の人が面

白かったから」ということにつきるんですよね。 

・後付けとしては「自然がない場所だから昆虫

館を使ったら」とか「昔は虫を使った俳句が

多くあった」ということが色々出てくればい

いです。 

・今後の展開としては，安定した体制を予算も

含めて構築し，誰かを頼りすぎないやり方を

しようというのが実行委員会の目標です。 



■交流会では，西京区ならではの食材も楽しみました！ 
ワークショップが終わった後，引き続きその場で，参

加者同士がより交流できるように交流会を開催し，楽し

い時間を過ごしました。  

交流会では，簡単なおつまみや飲物を準備するととも

に，西京結び盛り上げプロジェクトのメンバーの方々の

ご協力により，西京区ならではの食材が集まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集まった西京区ならではの食材 

①永井の木綿豆腐 

②中村軒のかつらうりジェラート 

③オークフードのバケット 

④上田湯葉店のくみ上げ湯葉 

⑤山田製油の金のごま油 

        買い出しの様子→ 

《問い合わせ先》 

西京結び事務局：西京区役所地域力推進室まちづくり推進担当 

      電話：075-381-7197 ファックス：075-391-0583 メール：nishikyo-machi@city.kyoto.lg.jp 

      フェイスブック：https://facebook.com/nishikyomusubi/ 

■樫原本陣について 

山陰街道の樫原は早くから宿場町として設備も整い，丹波・山陰よりの物資の『集積地として賑わいを

極めていました。 

徳川三代将軍家光公が参勤交代を始めますが，この本陣は山陰街道を参勤交代で往来した諸大名が宿舎

とした場所です。 

最奥の６帖間は一段高い上段の間に作り，欄間・床・違棚のある書院造りの建物です。上段ノ間の横に

は隠れ間も存在します。 

玄関の間，６帖，８帖，６帖と４室が続き，その他７室の併せの構えはまことに立派の一言に尽きます。 

諸大名が出入りした玄関門は乳門と言われています。 

玄関の天井板には，筆太に書かれた「高松少将御宿」

等の宿札がびっしり貼られています。この本陣は「頼ま

れ本陣」とも口伝され，享保４年に当時の豪族 廣田庄

兵衛永張が京都所司代 板倉氏の依頼により経営に従

事。安政２年（１８５５）に松尾下山田の豪族で足利直

系の玉村新太郎正継が継承し今日まで大切に維持され

ています。 

伏見宿の本陣が現存しない今，市内で唯一残る本陣遺

構であり，平成４年４月１日に京都市指定有形文化財に

なりました。 

 


